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第１章 計画の概要 

第１節 計画策定の趣旨 

本町では、住民の日常生活に必要な交通手段を確保するため、2002年からコミュニティ

バスの運行を開始しました。その後、利用者の伸び悩みから、2009年には運行方式をデマ

ンド型交通「岐南町コミュニティタクシー」へ変更するなど、地域の実情に応じた見直し

を行いながら、住民の足の確保に取り組んできました。さらに、2022年には通勤・通学や

買い物、通院などの移動需要にも対応するため、コミュニティバスの運行を再開し、コミ

ュニティバスとコミュニティタクシーを組み合わせた公共交通体系を構築しています。 

2022年度に策定した「岐南町地域公共交通計画」では、地域公共交通を公的な財源で支

える「地域の公共財」ととらえ、利便性の向上や利用促進など、持続可能な地域公共交通

の実現に向けた取り組みを進めてきました。一方で、人口減少や少子高齢化の進行、ライ

フスタイルの多様化などにより、公共交通が担う役割はますます重要となっています。ま

た、運転士不足への対応、デジタル技術の進展など、地域公共交通を取り巻く環境も大き

く変化しています。 

こうした状況を踏まえ、前計画で取り組んできた施策の成果や課題を検証するとともに、

社会情勢や地域ニーズの変化に対応しながら、持続可能で利便性の高い地域公共交通を実

現するため、「岐南町地域公共交通計画」を改訂します。本計画は、住民、交通事業者、

行政が一体となって持続可能な地域公共交通をつくり、育てていくためのマスタープラン

として、本町の地域公共交通施策を総合的かつ計画的に推進するものです。 
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第２節 計画策定の位置づけ 

本計画は、「地域公共交通の活性化及び再生に関する法律」に基づき策定するものです。 

「岐南町第６次総合計画」を上位計画、「岐南町地方創生総合戦略（第３期）」、「岐南町

都市計画マスタープラン」を関連計画として、以下のように位置づけます。また、「岐阜

県地域公共交通計画」と整合を図ります。 

 

【計画の位置づけ】 

 
 

上位･関連計画 公共交通に関する方針等 

岐南町 

第６次総合計画 

・地域の実情に応じた鉄道を含む公共交通網のあり方を検討するとと

もに、住民や交通事業者との連携を強化しながら、子ども・高齢

者・移動困難者などが抱える課題の解決を推進します。 

・名鉄岐南駅周辺の整備に努め、利便性の向上を図ります。 

岐南町地方創生総

合戦略（第３期） 

・住民ニーズに応じた公共交通の充実を図るとともに、運行方法の見

直しを行い、利用促進を図ります。また、高齢者や障害者への利用

料の割引等、公共交通が必要な方への利便性向上を図ります。 

岐南町都市計画 

マスタープラン 

・将来の高齢化社会に向け、自家用車に集中せず公共交通機関活用社

会に転換し、鉄道駅、行政機能及び医療機関へのアクセス性を強化

します。 

岐阜県地域公共交

通計画 

・地域公共交通（地域をつなぐ広域交通、暮らしを支える地域内交

通）の維持・活性化による「誰もが暮らしやすい地域」の実現を目

指します。 

 

 

第３節 計画の区域 

計画の区域は、岐南町全域とします。 

※原則的に町境を区域界としますが、隣接市町をまたがる路線やその停留所は計画の対

象とします。 

 

 

第４節 計画の期間 

計画期間は、2027年度から2031年度の５年間とします。 

 

  

岐南町都市計画
マスタープラン

岐南町地方創生
総合戦略（第３期）

岐南町
地域公共交通計画

関連計画

基盤 まちづくり分野

岐南町第６次総合計画

「みんなでつくる魅力あるまち ぎなん」

上位計画

岐阜県
地域公共交通計画

整合
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第５節 ＳＤＧｓとの関係性 

2015年９月の国連サミットにおいて、先進国を含む国際社会全体の開発目標として「持

続可能な開発目標（ＳＤＧｓ：Sustainable Development Goals）」が採択されました。

「持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）」は、「誰一人取り残さない」社会の実現に向け、17の

目標と具体的に達成すべき169のターゲットから構成されています。 

国では、2016年に「ＳＤＧｓ推進本部」を設置し、2017年12月に閣議決定された「ま

ち・ひと・しごと創生総合戦略2017改訂版」において「ＳＤＧｓの推進は、地方創生に資

するものであり、その達成に向けた取り組みを推進していくことが重要」としています。 

本計画では、17の目標のうち、特に次の目標と結びつきが強いと考えます。 
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第２章 計画の基本的な考え方 

第１節 計画の基本方針 

本町のまちづくりの基本的な考え方と第５章にて後述する地域公共交通に関する課題を

踏まえ、本計画の基本的な方針を前計画から引き継ぎ、下記のとおり掲げます。 

 

 

第２節 計画の目標 

計画の基本方針に基づき、本町の地域公共交通の課題を解消するため、下記の３つの目

標を掲げます。 

 

目標① 多様なニーズに対応した公共交通ネットワークの構築 

●通勤・通学時間帯は、通勤・通学ニーズに特化した移動手段を確保し、速達性や運行間

隔を改善することで、家族等の送迎や長距離の自転車移動に頼らず、安心・安全に通

勤・通学できる広域の公共交通ネットワークを構築します。 

●朝から昼間にかけては、通院・買い物等の日常生活における移動ニーズにきめ細かく対

応するため、コミュニティタクシーをAIオンデマンド交通「チョイソコぎなん」として

見直します。身近な場所から目的地まで移動しやすい公共交通サービスを提供し、暮ら

しを支える町内の公共交通ネットワークを構築します。 

●鉄道駅や主要バス停留所等を交通結節点として各路線を接続し、時間帯ごとの移動ニー

ズに応じた公共交通サービスを適切に組み合わせることで、多様なニーズに対応した公

共交通ネットワークを構築します。 

 

目標② 利用しやすい公共交通サービスの実現 

●公共交通を利用する際に必要な情報を分かりやすく提供するとともに、デジタル技術を

活用し、利用者が目的地までの移動方法や運行状況を容易に確認できる環境を整備しま

す。 

●待合環境の改善やキャッシュレス化等により、公共交通を利用する際の負担や不便を軽

減し、誰もがより快適・便利に利用できる環境を整備します。 

●利用者の状況に応じた運賃施策を実施することで、公共交通を利用しやすくするととも

に、継続的な利用を促進します。 

 

目標③ 持続可能な公共交通体系の実現 

●これまで公共交通を利用していなかった方にも利用するきっかけを提供することで、公

共交通の利用者を確保・拡大します。 

●利用者や住民のニーズを把握するとともに、交通事業者等の意見を取り入れ、住民・事

業者・行政が連携して公共交通サービスの改善に取り組みます。 

 計画の基本方針  

住み続けられるまちを目指して地域で育てる公共交通 
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●公共交通を支える担い手の確保に取り組み、安定的な運行体制の構築を図ります。 

●自主財源の確保に取り組み、持続可能な運行に向けた財政基盤の強化を図ります。 

●利用者、担い手、財源を確保しながら、地域の実情やニーズに応じた公共交通サービス

の改善を継続し、地域で育て、地域で支える持続可能な公共交通体系の実現を目指しま

す。 
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第３節 目指す将来の公共交通ネットワーク 

幹線・準幹線路線、生活交通路線、個別輸送に分類した上で、それぞれの役割を明確化

し、目指す将来の地域公共交通ネットワークを次のとおり掲げます。 

  

【公共交通の分類と役割】 

分類 役割 対象路線 

幹線・準幹線路線 

 

周辺都市との広域的な都市間移動を促進

し、周辺自治体との連携や交流の活性化

を図ります 

名鉄名古屋本線 

岐阜バス松 籟
しょうらい

加納線 

岐阜バス岐南町線 

生活交通路線 

 

町内の暮らしのニーズに対応するととも

に、町内各地から鉄道駅や幹線路線バス

停留所を連絡し、日常生活における移動

を支援します 

【通勤･通学時間帯】 

定期便（地域内フィーダー系

統） 

【朝～昼間】 

岐南町コミュニティタクシー

「チョイソコぎなん」（地域

内フィーダー系統） 

個別輸送 
鉄道･バス･コミュニティタクシーではカ

バーできない個別需要に対応します 

タクシー 

福祉輸送 

交通結節点 

 

各交通手段の接続を強化し、多様なニー

ズに対応した公共交通ネットワークの構

築を図ります 

岐南駅、笠松駅、 

岐南町役場、岐南町三宅 

名
鉄
名
古
屋
本
線

名鉄各務原線

岐南町

岐阜市

笠松町

各務原市

岐阜駅

岐南町役場

岐南町三宅

22

21

21

156

AIオンデマンド交通
(朝～昼間)

岐南駅

笠松駅
定期便

(通勤 通学時間帯)

松籟加納線

一宮 名古屋方面
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地域公共交通地域内フィーダー系統 確保維持事業の必要性 

・「生活交通路線」としての役割を持つ、岐南町コミュニティタクシー「チョイソコぎな

ん」及び「定期便」を地域公共交通確保維持事業の対象系統に位置づけます。 

 

●岐南町コミュニティタクシー「チョイソコぎなん」 

確保維持に係る 

必要性 

・町では、令和４年９月１日から、コミュニティバスの運行を開

始、コミュニティタクシーの停留所の増設を行いましたが、現

在、コミュニティバスは運行時間や運行本数に、コミュニティ

タクシーは運行回数や予約方法に課題を抱えています。 

・コミュニティバスは通勤・通学、コミュニティタクシーは買い

物・通院と役割を明確化するほか、コミュニティタクシーにつ

いてはAIを活用することにより運行の改善を図り、日常生活等

に必要な移動手段を確保・維持・改善していく必要があるた

め、地域公共交通確保維持事業により、岐南町AIオンデマンド

交通を運行します。 

事業の効果 ・日常生活に必要な公共交通が維持されることにより、買い物・

通院等の移動手段が確保できます。 

・定期的に事業評価等による改善・見直しを実施することで、地

域のニーズに応じた運行ができ、持続可能な地域公共交通ネッ

トワークを確保・維持することができると考えられます。 

地域間幹線系統 

との接続 

・「岐南町役場」停留所で、地域間幹線系統である「岐阜バス松籟

加納線」に接続しています。 

 

●定期便 

確保維持に係る 

必要性 

・町では、令和４年９月１日から、コミュニティバスの運行を開

始、コミュニティタクシーの停留所の増設を行いましたが、現

在、コミュニティバスは運行時間や運行本数に、コミュニティ

タクシーは運行回数や予約方法に課題を抱えています。 

・コミュニティバスは通勤・通学、コミュニティタクシーは買い

物・通院と役割を明確化するほか、コミュニティバスについて

は、車両やダイヤを見直すことで運行の改善を図り、日常生活

等に必要な移動手段を確保・維持・改善していく必要があるた

め、地域公共交通確保維持事業により、定期便の運行を検討し

ます。 

事業の効果 ・日常生活に必要な公共交通が維持されることにより、通勤・通

学等の移動手段が確保できます。 

・定期的に事業評価等による改善・見直しを実施することで、地

域のニーズに応じた運行ができ、持続可能な地域公共交通ネッ

トワークを確保・維持することができると考えられます。 

地域間幹線系統 

との接続 

・「名鉄岐南駅東」で、地域間幹線系統である「岐阜バス松籟加納

線」に接続しています。 
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第３章 地域及び公共交通の現状 

第１節 地域の現状 

（１）人口 

①人口の推移と将来人口 

・本町では、人口の自然増加や転入による社会増加により、人口の増加が続いており、

2020年には25,881人となっています。 

・今後は2025年まで人口が増加した後、減少していくことが予測されています。 

・高齢化率は上昇傾向となっており、2050年には31.3%になることが予測されています。 

 

【人口の推移】 

 
 

出典：【実績値】総務省「国勢調査」， 

【推計値】国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口 令和５(2023)年推計」 
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15,920 15,788
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2,047 2,618 3,312 4,380 5,311
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実測値 推計値(人) (％)
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②世帯構造 

・人口の増加に伴い、世帯数も増加傾向となっています。 

・単独世帯数や核家族世帯数が増加していることから、世帯あたりの人員数は減少してい

ます。 

 

【家族類型別一般世帯の推移】 

 

出典：総務省「国勢調査」 

 

【一般世帯数と一般世帯あたり人員の推移】 

 

出典：総務省「国勢調査」 
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③人口分布 

・岐阜市と隣接する北部地域は名鉄名古屋本線沿線で多くなっています。 

・中心部や東部地区では集落が広範囲に分布しており、人口も分散しています。 

 

【メッシュ別人口(250m)】 

 

 
出典：総務省「国勢調査」 

  

名鉄名古屋本線・竹鼻線
岐阜バス岐南町線・松籟加納線
コミュニティバス路線

2020年 総人口

名鉄名古屋本線・竹鼻線
岐阜バス岐南町線・松籟加納線
コミュニティバス路線

2020年 高齢者人口
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（２）施設立地状況 

・医療機関、商業施設等は、町内に広く分布しています。 

・鉄道や路線バスでアクセスできる施設は限られていますが、町内全域にコミュニティタ

クシーの停留所がきめ細かく配置されていることから、多くの施設に公共交通を利用し

てアクセスすることが可能となっています。 

・公共施設のうち、教育施設としては小学校が３校、中学校が１校、高校が１校となって

います。 

 

【施設立地状況】 

 
地理院地図を加工して作成 

 

  

下図 行政界 バス路線 バス停施設位置

岐南町

岐阜市

笠松町

各務原市

名
鉄
名
古
屋
本
線

岐南駅

茶所駅

笠松駅

細畑駅

切通駅

加納駅

病院・クリニック

歯科医院

スーパー

銀行・金融機関

公共施設

鉄道路線（JR）

鉄道路線（名鉄）

鉄道駅

岐阜バス岐南町線・松籟加納線

岐南町コミュニティバス路線

バス停留所

コミュニティタクシー停留所
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（３）通勤・通学流動 

・町内常住者のうち就業者は66％、通学者は74％が町外に通勤・通学しており、通勤・通

学における町外への移動需要（特に岐阜市方面）が高い状況となっています。 

 

【通勤・通学流動】 

 
出典：総務省「国勢調査」 

通勤者数

100人～499人
500人～999人

1,000人～

岐南町

羽島市

関市

大垣市

岐阜市

名古屋市

笠松町

山県市

各務原市

稲沢市

一宮市

4,057

瑞穂市

103

1,138

1,155

通学者数

30人～ 99人
100人～199人
200人～

岐南町

岐阜市

名古屋市

笠松町

各務原市257
79

36

町内に常住する就業者(岐南町民)：12,475人
うち町内へ通勤する就業者：4,057人（33％）
うち町外へ通勤する就業者：8,216人（66％）

町内の事業所への就業者：12,330人
うち町内に常住する就業者：4,057人（33％）
うち町外に常住する就業者：8,071人（65％）

町内に常住する通学者(岐南町民)：1,125人
うち町内へ通学する就業者：257人（23％）
うち町外へ通学する就業者：832人（74％）

町内の学校等へ通学者：460人
うち町内に常住する通学者：257人（56％）
うち町外に常住する通学者：167人（36％）

※15歳以上の就業者数（就業者数60人以上を記載）及び15歳以上の通学者数（通学者数10人以上を記載）を示す。
※町内に常住する就業者・通学者、及び町内の事業所・学校等への就学者・通学者の中には不明が含まれます。

2020年 通勤流動

2020年 通学流動
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（４）保有自動車台数 

・本町の乗用車の保有自動車台数は微増傾向となっており、2025年度には20,272台と、

2009年度以降最も多くなっています。 

 

【保有自動車台数の推移】 

 
出典：岐阜統計書（（一社）岐阜県自動車会議所「岐阜県の自動車保有車両数」） 

 

 

（５）運転免許証保有者数 

・本町の運転免許証保有者数は微増傾向にあり、2025年度には18,290人となっています。 

・年齢別にみると、24歳以下は横ばい～減少傾向となっていますが、75歳以上は増加傾向

となっています。 

 

【運転免許証保有者数】 

 

出典：岐阜羽島警察署資料 
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（６）運転免許証自主返納者 

・本町では、2019年４月より高齢者の運転による交通事故を防止するために、運転免許証

を自主返納された方にコミュニティタクシーの利用助成を行っています。また、自主返

納者の方は2022年９月から運行しているコミュニティバスを無料で利用することが可能

です。 

・これらの公共交通は、自主返納後の移動手段として一定の受け皿となっています。 

 

【高齢者等運転免許証自主返納支援事業の概要】 

目  的 ・高齢者の運転による交通事故の防止 

対 象 者 ・運転免許証を自主返納した時点で満65歳以上の方 

・申請日において本町に住民票のある方 

・65歳未満で自主返納の理由が疾病もしくは心身の障害である方 

助成内容 ・申請日から２年間コミュニティタクシーの利用料が無料になる乗車証を発行 

申請方法 ・以下のものを持参のうえ、岐南町地域包括支援センター窓口に申請 

 ＞利用者本人の写真 

 ＞運転免許証の取消通知書の写しまたは運転経歴証明書の写し 

 

【運転免許証自主返納者数の状況】 

 

出典：岐阜羽島警察署資料 

※2025 年度以降は年齢別での集計なし 
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第２節 公共交通の現状 

（１）町内を運行する公共交通の概要 

・町内には鉄道が１路線、民間バスが２路線、町が運営するコミュニティバスが１路線、

コミュニティタクシーが運行しています。 
 

【岐南町内の公共交通】 

種別 運行主体 
路線名 

(運行区間) 
平日 休日 

時間帯 運行本数 時間帯 運行本数 

鉄道 

名古屋 

鉄道 

（名鉄） 

名古屋本線 

(豊橋～名鉄岐阜) 
5～24 時台 

岐阜方面 65 本 

名古屋方面 68 本 
※1 

5～24 時台 

岐阜方面 66 本 

名古屋方面 66 本 
※1 

民間 

バス 

岐阜乗合 

自動車 

（岐阜バス） 

岐南町線 

(岐阜大学病院～岐南町三宅) 
6～21 時台 

岐阜方面 24 本 

岐南方面 27 本 
※2 

6～20 時台 

岐阜方面 16 本 

岐南方面 18 本 
※2 

松籟加納線 

(松籟団地～岐南営業所) 
5～22 時台 

岐阜方面 12 本 

岐南方面 13 本 
※2 

6～22 時台 

岐阜方面 10 本 

岐南方面 12 本 
※2 

コミュニティ 

バス 
岐南町 

岐南町コミュニティ 

バス 
6～19 時台 

左回り 5 本 

右回り 5 本 

※日曜日と祝日、 

年末年始(12/29-1/3)は運休※３ 

コミュニティ

タクシー 
岐南町 

岐南町コミュニティ 

タクシー 
※2026 年 12 月末まで運行 

9～17 時台 (最大)9 便※４ 
※土曜日と日曜日、祝日、 

年末年始(12/29-1/3)は運休 

チョイソコぎなん 
※2027 年 1 月から実証運行 

8 時半～17 時半 予約に応じて運行 
※土曜日と日曜日 

年末年始(12/29-1/3)は運休 

（2026年９月現在） 

※１ 岐南駅に停車する本数を計上。 

※２ 岐南町内のバス停留所を発着･経由する系統のみ計上。 

※３ 土曜日は運行（運行本数は平日と同一）。 

※４ ９便のうち予約があった便のみ運行。 

  

名
鉄
名
古
屋
本
線

名鉄各務原線

岐阜市

笠松町

各務原市

22

21

21

156

岐南町コミュニティバス

松籟加納線

一宮 名古屋方面

岐南町三宅

岐南町役場前

岐南駅

笠松駅

岐南営業所

右回り

左回り

名鉄岐阜駅

JR岐阜駅

岐南町

※３

岐阜女子校前

名鉄岐南駅東
中保育教育園前

岐南中学校前
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（２）公共交通の利用状況 

①名古屋鉄道 

・町西部を名鉄名古屋本線が運行しており、岐阜・一宮・名古屋方面への移動手段として

利用されています。町内には岐南駅が設置されています。 

・名鉄岐南駅の１日あたりの乗降者数は微増の傾向にあり、2025年度には2,323人/日とな

っています。 

・快速特急や特急が停車する名鉄笠松駅の１日あたりの乗降者数も増加傾向にあり、2025

年度には8,983人/日となっています。 

 

【名鉄名古屋本線 駅別乗降者数の推移】 

 
出典：名古屋鉄道資料 

※年度は会計年度(４月～３月)で集計 

  

1,901 2,089 2,174 2,270 2,323

7,046
7,962

8,428 8,690 8,983

2021 2022 2023 2024 2025
0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

岐南駅 笠松駅
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②岐阜バス 

・町内は岐阜バス２路線（岐南町線、松籟加納線）が運行しており、岐阜方面への移動手

段として利用されています。 

・かつては民間路線バスが概ね町内全域を運行していましたが、運行区間の短縮や路線の

廃止が行われ、現在は2路線のみとなりました。（岐阜川島線は2022年４月に廃止） 

・利用者数の推移をみると、コロナ禍の影響により、2019年から2020年にかけて利用者数

が減少しました。その後コロナ禍以前の水準には達していないものの回復傾向にあり、

2025年度では岐南町線は年間46万人、松籟加納線は年間62万人の利用者数となっていま

す。 

・町内のバス停留所別にみると、岐南町線の２つのバス停留所は１日あたり27.1人、62.6

人の降車がある一方で、松籟加納線は５つのバス停留所すべてが５人以下と少なくなっ

ています。 

 

【岐阜バス 路線別利用者数（降車人数）の推移】 

 
出典：岐阜乗合自動車資料 

※年度はバス年度(10 月～９月)で集計 

 

【岐阜バス バス停留所別利用者数（降車人数）】 

 

出典：岐阜乗合自動車資料 

※2024.10～2025.9（計 365 日）の１日平均 
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③岐南町コミュニティバス 

・日常生活における買い物や通院、通勤・通学者の移動手段として、2022年９月に運行開

始しました。 

・町内を循環するルートで、右回り左回りそれぞれ午前３便、夕方２便運行しています。 

・利用者数は運行開始以降増加しており、2025年度は１日あたり48.2人の利用となってい

ます。 

【属性別利用者数の推移】 

 

※年度は会計年度(４月～３月)で集計 
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④岐南町コミュニティタクシー 

・町内全域を岐南町コミュニティタクシーが運行しており、町内の公共施設や医療機関な

どへの移動手段として利用されています。 

・９時から17時台にそれぞれ１便を設定し、予約があった便のみ運行する方式となってお

り、町内外に77箇所の停留所があります。 

・利用者数はコロナ禍の影響で2020年度に減少しましたが、その後は増加傾向に転じ、

2025年度には１日あたり16.4人が利用しています。 

 

【属性別利用者数の推移】 

 

※年度は会計年度(４月～３月)で集計 

 

・現行の岐南町コミュニティタクシーは2026年12月末までの運行を予定しており、2027年

１月からは「チョイソコぎなん」の愛称で、新たな運行形態による実証運行を開始しま

す。 

・「チョイソコぎなん」は、AI（人工知能）を活用した運行システムにより、複数の利用

者の予約状況を踏まえて運行時間や経路を決定し、効率的な乗り合わせを行う新たな移

動サービスです。 

・これまで、事前予約と予約確認の２回の電話が必要でしたが、１回の電話またはインタ

ーネットによる予約で利用できるようになります。また、１時間単位で定められた運行

から、予約状況に応じて運行する方式に変更することで、より便利に利用できるように

なります。 
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（３）公共交通の人口カバー状況 

・本町の公共交通の人口カバー率（停留所から300ｍ以内に居住する人口が全人口に占め

る割合）は98.5%となっています。 

・町全域に岐南町コミュニティタクシーの停留所が細かく設置されており、ほとんどの地

域でカバーできていますが、一部行政界付近等でカバーできていない地域があります。 

 

【公共交通の人口カバー状況】 

 
※人口カバー率の算出には、総務省「国勢調査」（2020年）のメッシュ人口を使用 
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（４）公共交通に対する財政負担額 

・公共交通に関する財政負担額は、2022年9月からコミュニティバスの運行を開始した関

係で、2022年、2023年に大きく増加しています。その後も微増しており、2025年には約

3,821万円となっています。 

 

【公共交通に関する財政負担額】 

 
※年度は会計年度(４月～３月)で集計 

※財政負担額：運行経費から運賃収入、国・県の補助金及び停留所設置負担金を差し引いた額 
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（５）住民意識・利用実態 

①利用者の満足度（利用者アンケート，2026年度実施） 

・コミュニティバスは、運行本数や運行時間、停留所数に対する満足度が比較的低くなっ

ており、総合的な満足度（良い＋やや良い）は61％となっています。 

・コミュニティタクシーは、いずれの満足度（良い＋やや良い）も60％を超えており、特

に運賃や総合的な満足度は83％と高くなっています。 

 

【コミュニティバス】         【コミュニティタクシー】 

 
 

 

②高齢者の利用状況（高齢者アンケート，2024年度実施） 

・買い物や通院の行き先は、岐南町が最も多くなっていますが、岐阜市、各務原市、笠松

町の近隣の市町でほとんどを占めています。 

・買い物や通院の移動手段は、年齢が高くなるにつれて「自分で運転する」割合が減り、

「自分で運転しない」割合が増えています。 

・公共交通を移動手段として利用する割合が低く、徒歩・自転車以外は、家族や知人に送

迎を頼んでいると考えられます。 

 

 

③公共交通に対する考え（多世代住民参加型公共交通のあり方ワークショップ，2025年度実施） 

◆コミュニティバスの利用目的 

・10代～50代の現役世代の通勤通学に対する割合が最も高く、優先度も高くなっています。 

 

◆コミュニティタクシーの利用目的 

・70代～80代の高齢者の買い物や通院に対する割合が最も高く、優先度も高くなっていま

す。 

・子育て世代にも一定のニーズがあります。 

 

◆利用目的に合わせた公共交通手段 

・通院について70代まではコミュニティバスのニーズが高いのに対し、80代以上ではコミ

ュニティタクシーのニーズが高まる傾向があり、自力歩行の難しさが影響している可能

性があります。 

 

◆公共交通の予算配分バランス 

・コミュニティバス 60％、コミュニティタクシー 40％ 
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第４章 前計画の評価・検証 

 

第１節 前計画の概要 

本町では、住民、交通事業者、行政が一体となって持続可能な地域公共交通をつくり、

育てることを目的として、2022年６月に岐南町地域公共交通計画を策定しました。計画の

概要は以下のとおりです。 

 

【前計画の概要】 

計画の区域 岐南町全域 

計画の期間 2022年度から2026年度の５年間 

計画の基本方針 住み続けられるまちを目指して地域で育てる公共交通 

計画の目標 

目標① 多様なニーズに対応した公共交通ネットワークの構築 

目標② 公共交通の利用拡大 

目標③ 持続可能な公共交通体系の実現 

 

 

第２節 前計画の事業及び実施状況 

前計画の事業及び実施状況は以下のとおりです。 

 

Ⅰ．公共交通ネットワークの再編 

事業名 実施状況 

Ⅰ-１ 
コミュニティバスの

運行 

買い物や通院等の暮らしのニーズに対応するとと

もに、通勤・通学手段として利用できるよう、

2022年９月に運行を開始しました。それ以降は利

用状況・ニーズを踏まえ、ダイヤ等の見直しを行

いました。 

【具体的な実施状況】 

2022年 岐南町コミュニティバスの運行開始[9/1] 

2024年 ダイヤ改正、ICカード利用者に対する運賃割引の導

入、小学生の運賃無料化[10/1] 

実施 

Ⅰ-２ 
コミュニティタクシ

ーのサービス拡充 

2022年９月に笠松町の松波総合病院やスーパー等

の停留所を増やし、利便性の向上を図りました。 

2027年１月からAIオンデマンド交通へ転換するこ

とで、予約方法の見直しを行います。 

【具体的な実施状況】 

2022年 岐南町コミュニティタクシー（デマンド型乗合タク

シー）停留所の拡充[9/1] 

実施 

Ⅰ-３ 
交通結節点の整備・

改善 

町の玄関口である名鉄岐南駅、笠松駅、岐南町三

宅バス停留所にコミュニティバスの停留所を設置

し、鉄道やバスとの接続を確保しました。 

実施 

Ⅰ-４ 

商業施設・医療機関

との連携による待合

環境の改善 

岐阜バス、コミュニティバス、コミュニティタク

シーが乗り入れる岐南町三宅バス停留所におい

て、待合環境を整備しました。 

実施 
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Ⅱ．公共交通に関する情報の提供 

事業名 実施状況 

Ⅱ-１ 
公共交通マップ

の発行 

コミュニティバス、コミュニティタクシー等の情報を

広く住民や利用者に提供するため、公共交通マップを

作成・配布し、町ホームページなどにも掲載しまし

た。 

【具体的な実施状況】 

2022年 岐南町公共交通マップ発行[7/13] 

2023年 岐南町公共交通マップ更新・増刷[10/1] 

    岐南町公共交通マップ更新・増刷[3/29] 

実施 

Ⅱ-２ 
経路検索サイト

への対応 

コミュニティバスの標準的なバス情報フォーマット

(GTFS-JP)を作成しオープンデータとして公開すると

ともに、経路検索サイトでコミュニティバスの路線も

検索できるように事業者に情報を提供しました。 

実施 

Ⅱ-３ 
バスロケーション

システムの継続 

岐阜バス運行路線に加え、コミュニティバスについて

もバスロケーションシステムを導入しました。 
実施 

 

Ⅲ．利用しやすい運賃体系の構築 

事業名 実施状況 

Ⅲ-１ 

高齢者等運転免

許証自主返納支

援事業の継続・

拡充 

コミュニティタクシーの利用助成を継続するととも

に、自主返納者の方はコミュニティバスを無料で利用

できるようにしました。 

【具体的な実施状況】 

2022年 運転免許自主返納者、75歳以上の方はコミュニティバス

の運賃を無料とした[4/1] 

2025年 後期高齢者医療被保険者証に代わるコミュニティバス高

齢者無料パスの発行開始[6/1] 

実施 

Ⅲ-２ 
コミュニティバ

ス定期券の導入 

通勤・通学者向けの定期券、高齢者向けの割引定期券

について、検討の結果導入しませんでした。 
未実施 

 

Ⅳ．公共交通への愛着の醸成・地域との連携 

事業名 実施状況 

Ⅳ-１ 
おためし乗車会の

開催 

これまでコミュニティバスを利用したことがない方に

も利用していただくきっかけを作るため、運行開始周

年や町のイベントに合わせて運賃無料デーや臨時運行

を実施しました。 

【具体的な実施状況】 

2022年 コミバス運賃無料デーの実施（運行開始記念）[9/1～10] 

2023年 コミバス運賃無料デーの実施（運行1周年記念）[9/1～8] 

    臨時運行及び運賃無料デーの実施（ぎなんフェスタ）[10/15] 

2024年 コミバス運賃無料デーの実施（運行2周年記念）[9/2～7] 

    臨時運行及び運賃無料デーの実施（ぎなんフェスタ）[10/20] 

    臨時運行及び運賃無料デーの実施（羽島郡介護の日フェ

ア）[11/17] 

2025年 コミバス運賃無料デーの実施（運行3周年記念）[9/1～6] 

    臨時運行及び運賃無料デーの実施（ぎなんフェスタ）[10/19] 

2026年 コミバス運賃無料デーの実施（運行4周年記念）[9/1～7] 

    臨時運行及び運賃無料デーの実施（ぎなんフェスタ）[10/18] 

実施 
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事業名 実施状況 

Ⅳ-２ 
利用者アンケート

の実施 

コミュニティバス、コミュニティタクシーの利用者や

地域住民等を対象としたアンケート調査やワークショ

ップなどを定期的に実施し、利用者や住民ニーズの把

握に努めました。 

【具体的な実施状況】 

2023年 コミュニティバス高齢者向けアンケート[7/10～8/1] 

    コミュニティバス利用者アンケート[7/13～9/21] 

    コミュニティタクシー自治会向けアンケート[8/3～31] 

    コミュニティタクシー利用者アンケート[11/27～12/8] 

2024年 公共交通に関するアンケート[12/4～12/23] 

2025年 多世代住民参加型公共交通のあり方ワークショップの開

催[8/23，24，30] 

2026年 コミュニティバス利用者アンケート[8/31～9/12] 

    コミュニティタクシー利用者アンケート[8/31～9/11] 

実施 

 

 

■その他の取り組み 

事業で定めた取り組み以外に、「Ⅳ．公共交通への愛着の醸成・地域との連携」に関連する

取り組みを実施しました。 

【具体的な実施状況】 

2022年 高齢者を対象としたバスの乗り方教室の開催[1/17] 

2024年 コミバスこども美術館の実施[3/1～3/30] 

 小学校におけるバスの乗り方教室の開催（北小学校）[11/19] 

2025年 コミバスこども美術館の実施[2/1～2/28] 

    小学校におけるバスの乗り方教室の開催（西小学校）[11/21] 

    小学校におけるバスの乗り方教室の開催（北小学校）[12/3] 

※コミバスこども美術館とは 

・園児が描いた絵画作品を、コミュニティバスの車内広告スペースの一部を使用し１か月間展示。 

・「コミバスこども美術館無料招待券（運賃補助券）」を、作品を制作した園児１人につき１枚配布。 

・運賃補助券は、園児の同居家族であれば制限なく（何人でも・何回でも）利用可。 
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第３節 計画の目標の達成状況 

前計画の目標の達成状況は以下のとおりです。 

 

・コミュニティバスは、利用者数は増加傾向にあるものの、運行本数が少ない、目的地

までの時間がかかる等の利便性の課題もあり、年間利用者数、年間利用回数ともに目

標値には達しませんでした。 

・コミュニティタクシーは、隣接する町の地域医療支援病院にも区域を広げたことによ

り利用が増加し、年間利用者数、年間利用回数ともに目標を達成しました。 

・公共交通の利用者満足度は、コミュニティバスは停留所数や運賃に関する満足度が低

下したことが影響しているからか、基準値を下回る満足度となり目標を達成できませ

んでした。コミュニティタクシーは、運行本数や予約方法、停留所数、運賃などすべ

ての項目に対する満足度が向上しており、全体的な満足度も基準値から10％以上増加

し目標を達成しました。 

・運行経費は、人件費や物価高騰の影響で大きく上昇したことから、目標を達成できま

せんでした。 

 

評価指標 基準値 目標値 実績値 
達成 

状況 

目標１ 多様なニーズに対応した公共交通ネットワークの構築  

【評価指標１-１】 

年間利用者数 

 

770人/年 

 

30,900人/年 

 

19,413人/年 

 

× 

 コミュニティバス 

コミュニティタクシー 

― 

770人/年 
（2021年度） 

29,200人/年 

 1,700人/年 
（2025年度） 

15,462人/年 

3,951人/年 
（2026年度） 

× 

〇 

【評価指標１-２】 

公共交通の利用者満足度 

    

 コミュニティバス 

コミュニティタクシー 

 

64.6％ 

71.4％ 
(2023年度) 

基準値から 

10％以上増加 
（2025年度） 

60.7％ 

83.3％ 
（2026年度） 

× 

〇 

目標２ 公共交通の利用拡大  

【評価指標２】 

人口１人あたりの年間利用回数 

    

 コミュニティバス 

コミュニティタクシー 

― 

0.03回/年 
（2021年度） 

１回/年以上 

0.065回/年以上 
（2025年度） 

0.58回/年 

0.15回/年 
（2026年度） 

× 

〇 

目標３ 持続可能な公共交通体系の実現  

【評価指標３】 

利用者１人あたりの運行経費 

    

 コミュニティバス 

コミュニティタクシー 

― 

1,105円/人 
（2021年度） 

942円/人以下 

880円/人以下 
（2025年度） 

1,785円/人 

1,177円/人 
（2026年度） 

× 

× 

※評価指標１-１は、バス事業年度（10月～９月）で算出。 

※評価指標２は、年間利用者数（評価指標１-１の値）÷10月１日時点の人口（住民課）で算出。 

※評価指標３は、バス事業年度（10月～９月）で算出。 
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第５章 地域公共交通の課題 

 

（１）地域の生活行動にあった公共交通ネットワークの構築 

①買い物・通院をはじめとした多様なニーズに対応した公共交通ネットワークの構築 

●単独世帯や核家族世帯が増加していることから、送迎できる家族のいない世帯が増加し

ていく中で、送迎に頼らなくても、買い物や通院等の日常生活で移動ができる公共交通

の確保が必要です。 

●住民ワークショップでは、コミュニティタクシーについて、70代～80代の高齢者の買い

物や通院に対する利用ニーズが最も高く、子育て世代にも一定のニーズがあることが把

握されています。また、通院については、70代まではコミュニティバスのニーズが高い

一方、80代以上ではコミュニティタクシーのニーズが高まる傾向がみられ、高齢化に伴

う自力歩行の難しさなど、身体状況の変化に応じた移動手段の確保が必要です。 

●日中は、通院や買い物の移動手段として、コミュニティバスとコミュニティタクシーを

運行していますが、サービスが重複した非効率な運行となっているため、全体的なネッ

トワークの見直しが必要です。 

●利用者アンケートによると、コミュニティタクシーは、予約方法や運行本数に関する満

足度がやや低くなっています。コミュニティタクシーは、予約や確認のため２回電話が

必要であることや運行本数が限定される等、利便性に課題があるため、利用しやすい運

行形態への見直しが必要です。 

 

②町外への通勤・通学ニーズに対応した公共交通ネットワークの構築 

●町外への通勤・通学が多いことから、通勤・通学時間帯に、幹線路線である鉄道駅や路

線バス停留所を交通結節点として、そこへアクセスする移動手段の確保が必要です。 

●住民ワークショップでは、コミュニティバスについて、10代～50代の通勤・通学に対す

る利用ニーズが最も高く、優先度も高くなっています。このことから、コミュニティバ

スについては、通勤・通学をはじめとした移動ニーズを踏まえた改善が必要です。 

●現在のコミュニティバスは、速達性・運行頻度が低く、通勤・通学目的で利用する場合

の利便性が低いため、通勤・通学に利用しやすいルート・ダイヤの見直しが必要です。 

 

  

→コミュニティバスとコミュニティタクシーについて、利用者の年代や利用目的等を

踏まえてそれぞれの役割を整理し、適切に組み合わせて運行する必要があります。 

→買い物・通院をはじめとした暮らしのニーズに対応するため、コミュニティタクシ

ーをより利用しやすい運行形態へ見直し、効率的で利便性の高い町内公共交通ネッ

トワークを構築する必要があります。 

→町外への通勤・通学ニーズに対応するため、町内各地から鉄道駅や幹線路線バス停

留所へのアクセスを確保し、町域を超える広域的な移動需要に対応した通勤・通学

に利用しやすい広域公共交通ネットワークを構築する必要があります。 
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（２）公共交通を利用しやすい環境の整備 

●高齢化の進展に伴い、公共交通を必要とする方が増加することが見込まれる中、誰もが

公共交通を利用しやすい環境を整備することが求められています。 

●公共交通を利用する際には、運行情報や経路等の必要な情報を容易に取得できる環境や、

待合環境、運賃の支払い方法等についても、利用者の視点に立った改善が必要です。 

 

 

 

（３）持続可能な公共交通体系の構築 

●今後、人口減少が予測されていることから、通勤・通学等による移動が減少し、一部の

鉄道やバス・タクシーの利用者数の減少が予想されるため、新たな利用者の確保や利用

促進の取り組みが必要です。 

●近年は、人件費や燃料費の高騰による運行経費の増加、運転士不足等、公共交通を取り

巻く環境が一層厳しくなっています。一方、高齢化の進展に伴い、公共交通を必要とす

る層の人口の増加が予想されていることから、将来にわたり移動手段として公共交通を

確保していくことが求められています。 

●こうした状況を踏まえ、将来にわたり公共交通を維持していくためには、地域の実情や

利用者のニーズを踏まえながら、住民・交通事業者・行政が連携して公共交通を支えて

いくことが必要です。 

 

 

 

  

→公共交通を利用する際の情報取得、運賃の支払い等の負担や不便を軽減し、誰もが安

心・快適に利用できる環境を整備することで、公共交通の利便性を高める必要があり

ます。 

→公共交通を将来にわたって確保・維持していくため、利用者の確保・利用促進、担い

手の確保、安定的な財源の確保を図るとともに、利用者のニーズを踏まえた改善を継

続し、持続可能な公共交通体系を構築していく必要があります。 
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第６章 目標達成のために行う事業 

第１節 事業体系 

計画の目標を達成・実現するために行う事業は次のとおりです。 

 

基本方針 目標 実施事業 

住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
を
目
指
し
て 

地
域
で
育
て
る
公
共
交
通 

【目標１】 

多様なニーズに

対応した公共交

通ネットワーク

の構築 

事業

Ⅰ-１ 
通勤･通学に特化した路線の確保 

事業

Ⅰ-２ 

コミュニティタクシーの見直し 

（AI オンデマンド交通への転換） 

事業

Ⅰ-３ 
交通結節点の整備・改善 

【目標２】 

利用しやすい公

共交通サービス

の実現 

事業

Ⅱ-１ 
公共交通マップの発行 

事業

Ⅱ-２ 
経路検索サイトへの対応 

事業

Ⅱ-３ 
バスロケーションシステムの継続 

事業

Ⅱ-４ 
キャッシュレス化の推進 

事業

Ⅱ-５ 
運転免許証自主返納者への公共交通利用支援の継続 

【目標３】 

持続可能な公共

交通体系の実現 

事業

Ⅲ-１ 
コミュニティタクシーおためし乗車券の配布 

事業

Ⅲ-２ 
バスの乗り方教室の開催 

事業

Ⅲ-３ 
利用者アンケートの実施 

事業

Ⅲ-４ 
運転士確保に向けた支援 

事業

Ⅲ-５ 
自主財源の確保 
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第２節 事業内容 

目標１ 多様なニーズに対応した公共交通ネットワークの構築 

 

事業Ⅰ-１ 通勤 通学に特化した路線の確保 

事業概要 ●町外への通勤・通学需要に対応するため、既存のコミュニティバスに代わる

定期便の運行を検討します。 

●検討にあたっては、鉄道駅や路線バス停留所などの交通結節点との接続を考

慮するとともに、既存のコミュニティバスの利用状況や住民ニーズを踏ま

え、運行ルートやダイヤなどを検討します。 

事業期間 2027年度  ：準備、運行開始 

2028年度以降：利用状況、ニーズに応じて、ダイヤ・ルート・停留所位置等を

必要に応じて適宜見直し 

事業主体 岐南町、交通事業者 

 

事業Ⅰ-２ コミュニティタクシーの見直し（AIオンデマンド交通への転換） 

事業概要 ●買い物や通院等の日常的な移動を支える交通手段として、コミュニティタク

シーをAIオンデマンド交通（チョイソコぎなん）へ転換します。2027年１月

から実証運行を開始します。 

●現在のコミュニティタクシーは、事前予約と予約確認のために２回の電話が

必要であるほか、１時間ごとに設定された便のうち、予約のあった便のみ運

行する方式となっており、利用者のニーズに柔軟に対応することが難しい状

況です。 

●従来の決められた時間に運行する方式（固定ダイヤ式）から、運行時間帯内

で利用者の予約に応じて運行する方式（非固定ダイヤ式）へ見直すととも

に、電話予約に加えてオンライン予約に対応し、利用者の利便性向上を図り

ます。 

事業期間 2027年度  ：AIオンデマンド交通の運行開始 

2028年度以降：停留所の増設など適宜見直し 

事業主体 岐南町、交通事業者 

 

事業Ⅰ-３ 交通結節点の整備・改善 

事業概要 ●町の玄関口である名鉄岐南駅、笠松駅、岐南町三宅バス停留所に定期便、コ

ミュニティタクシーの停留所を引き続き設置し、鉄道やバスとの接続を確保

します。 

●主要な交通結節点である名鉄岐南駅等について、利用しやすい乗り継ぎ環境

の維持・管理に努めます。 

事業期間 2027年度：定期便の運行・AIオンデマンド交通への転換に合わせて交通結節点

に停留所設置 

事業主体 岐南町、交通事業者 
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目標２ 利用しやすい公共交通サービスの実現 

 

事業Ⅱ-１ 公共交通マップの発行 

事業概要 ●鉄道、民間路線バス、定期便、コミュニティタクシー等の情報を広く住民や

利用者に提供するため、公共交通マップを作成します。 

●作成した公共交通マップは、町内の各世帯や駅・商業施設・医療機関等に配

布するとともに、町ホームページなどにも掲載し、広く周知を図ります。 

事業期間 2027年度  ：路線再編に合わせて発行・配布 

2028年度以降：ルート変更、ダイヤ変更等に応じて随時対応 

事業主体 岐南町 

 

事業Ⅱ-２ 経路検索サイトへの対応 

事業概要 ●各種経路検索サイトで岐阜バス運行路線が引き続き検索できるようにしま

す。 

事業期間 2027年度～2031年度：継続して実施 

事業主体 交通事業者 

 

事業Ⅱ-３ バスロケーションシステムの継続 

事業概要 ●岐阜バス運行路線について、バスロケーションシステムを継続して運用し、

利用者に対してバスの接近情報や発車時刻、遅延状況などのリアルタイムの

運行情報を提供します。 

事業期間 2027年度～2031年度：継続して実施 

事業主体 交通事業者 

 

事業Ⅱ-４ キャッシュレス化の推進 

事業概要 ●これまで現金決済のみであったコミュニティタクシーについて、AIオンデマ

ンド交通への転換に合わせ、スマートフォン決済等のキャッシュレス決済に

対応し、利用者の利便性向上を図ります。 

●岐阜バス運行路線ついては、引き続き現金、回数券及び交通系ICカードが利

用できるように対応します。 

事業期間 2027年度  ：AIオンデマンド交通への転換に合わせて実施 

2028年度以降：ニーズを踏まえて随時対応 

事業主体 岐南町、交通事業者 

 

事業Ⅱ-５ 運転免許証自主返納者への公共交通利用支援の継続 

事業概要 ●高齢者による交通事故の防止と自主返納後の移動手段の確保を目的として、

2019年4月より運転免許証を自主返納された方を対象に、コミュニティタク

シーの利用助成を実施しています。 

●運転免許証を自主返納された方の移動手段を確保し、公共交通を利用しやす

い環境を整備するため、引き続き本事業を継続します。 

事業期間 2027年度～2031年度：運転免許証自主返納者に対する支援の継続 

事業主体 岐南町 
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目標３ 持続可能な公共交通体系の実現 

 

事業Ⅲ-１ コミュニティタクシーおためし乗車券の配布 

事業概要 ●コミュニティタクシーのおためし乗車券を配布し、これまで利用したことの

ない方が実際に乗車する機会を創出することで、コミュニティタクシーの利

用促進を図ります。 

事業期間 2027年度～2031年度：随時企画・実施 

事業主体 岐南町、交通事業者 

 

事業Ⅲ-２ バスの乗り方教室の開催 

事業概要 ●小学生や高齢者等を対象としたバスの乗り方や利用方法を学ぶ機会を提供

し、バスを利用する際の不安や疑問を解消することで、バスを利用しやすい

環境を整えます。 

事業期間 2027年度～2031年度：随時企画・実施 

事業主体 岐南町、交通事業者 

 

事業Ⅲ-３ 利用者アンケートの実施 

事業概要 ●定期便、コミュニティタクシーの利用者を対象としたアンケートを定期的に

実施し、利用者の意見を取り入れることで、公共交通の更なる改善を図りま

す。 

事業期間 2027年度～2031年度：アンケート結果に応じて、対応策を検討・実施 

事業主体 岐南町、交通事業者 

 

事業Ⅲ-４ 運転士確保に向けた支援 

事業概要 ●公共交通の運行を将来にわたって維持し続けるため、各交通事業者と連携

し、運転士確保の啓発などの支援に取り組みます。 

事業期間 2027年度～2031年度：随時実施 

事業主体 岐南町、交通事業者 

 

事業Ⅲ-５ 自主財源の確保 

事業概要 ●地域公共交通の持続的な運行のため、協賛金等を募集し、自主財源の確保に

努めます。 

事業期間 2027年度以降：随時実施 

事業主体 岐南町、交通事業者 
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第３節 事業スケジュール 

各事業の実施期間は、次のとおりです。 

 

 2027年度 2028年度 2029年度 2030年度 2031年度 

Ⅰ-1 通勤･通学に特化した路線の確保 
     

Ⅰ-2 コミュニティタクシーの見直し 

（AIオンデマンド交通への転換） 

     

Ⅰ-3 交通結節点の整備・改善 
     

Ⅱ-1 公共交通マップの発行 
     

Ⅱ-2 経路検索サイトへの対応 
     

Ⅱ-3 バスロケーションシステムの継続 
     

Ⅱ-4 キャッシュレス化の推進 
     

Ⅱ-5 運転免許証自主返納者への 

公共交通利用支援の継続 

     

Ⅲ-1 コミュニティタクシー 

おためし乗車券の配布 

     

Ⅲ-2 バスの乗り方教室の開催 
     

Ⅲ-3 利用者アンケートの実施 
     

Ⅲ-4 運転士確保に向けた支援 
     

Ⅲ-5 自主財源の確保 
     

 

  

運行開始・適宜見直し 準備・ 

運行開始・適宜見直し 

交通結節点に停留所設置 

準備・ 路線再編に合わせて発行 

継続して実施 

継続して実施 

AIオンデマンド交通への転換に合わせて実施 

継続して実施 

随時企画・実施 

随時企画・実施 

定期的に実施 

随時実施 

随時実施 
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第７章 計画の達成状況の評価 

第１節 評価指標の設定 

（１）評価指標 

・本計画の基本的な方針を実現するため、目標に応じた評価指標を設定します。評価指標

のうち、Ⅰ-１ 年間利用者数、Ⅱ-２ 人口１人あたりの年間利用回数、Ⅲ-１ 利用

者１人あたりの運行経費、Ⅲ-２ 利用者１人あたりの運行経費、Ⅲ-３ バスの乗り方

教室実施回数については毎年確認し、その他の指標については計画の見直しの時期に確

認します。 

・また、評価指標を補完し、毎年の状況を把握するため、目標値を設定しないモニタリン

グ指標を設定します。モニタリング指標は毎年（または半年）ごとに確認します。 

 

【評価指標一覧】 

目標 評価指標 現況値 
（基準年度） 

目標値 
（目標年度） 

目標１ 

多様なニーズに

対応した公共交

通ネットワーク

の構築 

Ⅰ-１ 

年間利用者数 

定期便※1 15,462 人/年 
（2026 年度） 

－ 人/年※2 
（2031 年度） 

コミュニティタクシー 3,951 人/年 
（2026 年度） 

6,939 人/年 
（2031 年度） 

Ⅰ-２ 

公共交通人口カバー率 
98.5% 

（2026 年度） 
100% 

（2031 年度） 

Ⅰ-３ 

高齢者の公共交通

分担率 

買い物 4.3% 
（2024 年度） 

10.0% 
（2031 年度） 

通院 5.7% 
（2024 年度） 

10.0% 
（2031 年度） 

目標２ 

利用しやすい公

共交通サービス

の実現 

Ⅱ-１ 

利用者満足度 

定期便※1 60.7% 
（2026 年度） 

70.7% 
（2031 年度） 

コミュニティタクシー 83.3% 
（2026 年度） 

93.3% 
（2031 年度） 

Ⅱ-２ 

人口１人あたりの

年間利用回数 

定期便※1 0.58 回/年 
（2026 年度） 

－ 回/年※2 
（2031 年度） 

コミュニティタクシー 0.15 回/年 
（2026 年度） 

0.26 回/年 
（2031 年度） 

目標３ 

持続可能な公共

交通体系の実現 

Ⅲ-１ 

利用者１人あたり

の運行経費 

定期便※1 1,785 円/人
（2026 年度） 

－ 円/人※2 
（2031 年度） 

コミュニティタクシー 1,177 円/人 
（2026 年度） 

1,950 円/人 
（2031 年度） 

Ⅲ-２ 

人口１人あたりの

運行経費 

定期便※1 1,037 円/人 
（2026 年度） 

－ 円/人※2 
（2031 年度） 

コミュニティタクシー 175 円/人 
（2026 年度） 

507 円/人 
（2031 年度） 

Ⅲ-３ 

バスの乗り方教室実施回数 
２回/年 

（2025年度） 
３回/年 

（2031 年度） 

※１ 定期便の現況値については、既存のコミュニティバスの値を掲載している。 

※２ 「－」表示となっている定期便の目標値については、路線再編後の便数などを踏まえて設定する。 
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【モニタリング指標一覧】 

モニタリング指標 現況値 
（基準年度） 

①主要な交通結節点

における公共交通利

用状況 

岐南駅 

名鉄 名古屋本線※1 2,323 人/日 
（2025 年度） 

岐阜バス 松籟加納線※2 

（名鉄岐南駅東） 
3.6 人/日 
（2025 年度） 

定期便※3 5.1 人/日 
（2025 年度） 

コミュニティタクシー※5 0.5 人/日 
（2025 年度） 

笠松駅 

名鉄 名古屋本線※1 8,983 人/日 
（2025 年度） 

定期便※3 26.0 人/日 
（2025 年度） 

コミュニティタクシー※5 1.2 人/日 
（2025 年度） 

岐南町役場 

岐阜バス 松籟加納線※2 2.3 人/日 
（2025 年度） 

定期便※3，4 4.8 人/日 
（2025 年度） 

コミュニティタクシー※5 0.8 人/日 
（2025 年度） 

岐南町三宅 

岐阜バス 岐南町線※2 62.6 人/日 
（2025 年度） 

定期便※3 1.2 人/日 
（2025 年度） 

コミュニティタクシー※5 0.6 人/日 
（2025 年度） 

②コミュニティタクシーの停留所の数 77 箇所 
（2026 年度） 

③コミュニティタクシーの会員数 
※2027 年 1 月から会員登録 

制度開始のため現況値なし 

④運賃収入以外の自主財源額※6 330,000 円 
（2025 年度） 

⑤一般財源における公共交通予算割合※6，7 0.37% 
（2025 年度） 

※１ 名鉄は会計年度（４月～３月）の１日あたり乗降者数。 

※２ 岐阜バスはバス事業年度（10月～９月）の１日あたり降車人数。 

※３ 定期便は既存のコミュニティバスの値を掲載しており、会計年度（４月～３月）の１日あたり乗降者数

（年間乗降者数を年間運行日数で割った数値）で、右回り、左回りの合計値。 

※４ 定期便の岐南町役場は、既存コミュニティバスの始発と終点の乗降を合計した数値。 

※５ コミュニティタクシーは会計年度（４月～３月）の１日あたり乗降者数（年間乗降者数を年間運行日数で

割った数値）。 

※６ ④⑤は会計年度（４月～３月）。 

※７ ⑤の計算式：公共交通に関する町の実質負担額（38,206,573円）÷一般会計決算額（10,229,170,000円） 
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（２）評価指標の算出方法 

 

【評価指標Ⅰ-１】年間利用者数 

 

 

■現況値[2026年度]の算出 

定期便 ・15,462人(2026年度[=2025年10月～2026年9月]実績値) 

※既存のコミュニティバスの値 

コミュニティタク

シー 

・3,951人(2026年度[=2025年10月～2026年9月]実績値) 

■目標値[2031年度]の設定根拠 

定期便 ・路線再編後の便数などを踏まえて設定する 

コミュニティタク

シー 

・2026年度は1日あたり約16人の利用だが、AIオンデマンド化

に伴う利便性向上により、1日あたり27人を超える水準まで

増加することを期待し、6,939人を目標値として設定しま

す。（年間運行日数を257日として算出） 

 

 

【評価指標Ⅰ-２】公共交通人口カバー率 

 

 

■現況値[2026年度]の算出 

・98.5% 

■目標値[2031年度]の設定根拠 

・コミュニティタクシーの停留所増設などにより公共交通サービスの充実を図り、公

共交通のカバー率100％を目標値として設定します。 

  

■算出方法 

『年間利用者数』 

 ＝定期便及びコミュニティタクシーの年間利用者数 

■使用データ 

○定期便及びコミュニティタクシーの年間利用者数（年度＝10月～9月） 

■対象路線 

・定期便、コミュニティタクシー 

■評価の頻度 

・毎年実施 

■算出方法 

・GISを活用し、停留所から300m圏内に居住する人口が総人口に占める割合を算定 

・停留所位置は評価時点における最新のデータを使用し、人口データは最新の国勢

調査に基づく人口メッシュデータを使用 

■評価の頻度 

・計画見直しの時期（目標年度）に実施 
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【評価指標Ⅰ-３】高齢者の公共交通分担率 

 

 

■現況値[2024年度]の算出 

買い物 4.3％ 

通院 5.7％ 

■目標値[2031年度]の設定根拠 

・コミュニティタクシーのAIオンデマンドへの転換による利便性向上や、運転免許証

自主返納者への公共交通利用支援、バスの乗り方教室の開催などにより高齢者の公

共交通の利用促進を行い、各分担率10％を目標値として設定します。 

 

 

【評価指標Ⅱ-１】利用者満足度 

 

 

■現況値[2026年度]の算出 

定期便 ・満足度（良い＋やや良い） 60.7％ 

※既存のコミュニティバスの値 

コミュニティタク

シー 

・満足度（良い＋やや良い） 83.3％ 

■目標値[2031年度]の設定根拠 

定期便 ・朝夕の通勤・通学時間帯に特化した運行形態への見直しによ

り満足度が向上することを期待し、現況値よりも10ポイント

以上増加した値（70.7％）を目標値として設定します。 

コミュニティタク

シー 

・AIオンデマンド化により満足度が向上することを期待し、現

況値よりも10ポイント以上増加した値（93.3％）を目標値と

して設定します。 

 

 

  

■算出方法 

・65歳以上の高齢者600人（住民基本台帳から無作為抽出、校区ごとに男女各100

人）を対象にアンケート調査を実施し、買い物、通院の移動手段それぞれについ

て『公共交通機関』と回答した人の割合 

■評価の頻度 

・計画見直しの時期（目標年度）にアンケート調査を実施 

■算出方法 

・『公共交通に満足している人の割合』＝利用者アンケートで、町内の公共交通サー

ビス対する総合的な満足度が「良い」または「やや良い」と回答した人の割合 

■調査方法 

・車内にアンケート票を設置・配布し、車内設置の回収BOX、郵送、オンラインによ

り回収 

・配布・回収期間は2週間 

■評価の頻度 

・計画見直しの時期（目標年度）にアンケート調査を実施 
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【評価指標Ⅱ-２】人口１人あたりの年間利用回数 

 

 

■現況値[2026年度]の算出 

定期便 ①年間利用者数 

15,462人(2026年度[=2025年10月～2026年9月]実績値) 

②住民基本台帳人口 

26,618人（2026年10月1日時点） 

→人口１人あたりの年間利用回数 

0.58回/年 

※①は既存のコミュニティバスの値 

コミュニティタク

シー 

①年間利用者数 

3,951人(2026年度[=2025年10月～2026年9月]実績値) 

②住民基本台帳人口 

26,618人（2026年10月1日時点） 

→人口１人あたりの年間利用回数 

0.15回/年 

■目標値[2031年度]の設定根拠 

定期便 「年間利用者数」は路線再編後の便数などを踏まえて設定す

る。 

コミュニティタク

シー 

①年間利用者数 

指標Ⅰ-１で設定したとおり、2031年度[=2030年10月～

2031年9月]に年間6,939人が利用すると想定。 

②人口 

岐南町人口ビジョン（令和７年３月）で示された、将来展

望推計を採用する。人口ビジョンでは５年毎の人口予測し

か行われていないため、2031年の人口については2点間の

線形補完を計算して算出し、26,678人となると想定。 

○人口１人あたりの年間利用回数（①÷②） 

6,939(①)÷26,678(②)≒0.26[回/年] 

となることから、0.26回/年以上利用されることを目標と

します。 

  

■算出方法 

『人口１人あたりの年間利用回数』 

 ＝年間利用者数(①)÷人口(②) 

■使用データ 

①年間利用者数：定期便及びコミュニティタクシーの年間利用者数（年度＝10月～9月） 

②人口：住民基本台帳より評価年の10月1日現在 

■対象路線 

・定期便、コミュニティタクシー 

■評価の頻度 

・毎年実施 
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【評価指標Ⅲ-１】利用者１人あたりの運行経費 

 

 

■現況値[2026年度]の算出 

定期便 ①年間運行経費 

27,600,000円(2026年度[=2025年10月～2026年9月]実績値) 

②年間利用者数 

15,462人(2026年度[=2025年10月～2026年9月]実績値) 

○利用者１人あたりの運行経費（①÷②） 

27,600,000(①)÷15,462(②)≒1,785[円/人] 

※①②は既存のコミュニティバスの値 

コミュニティタク

シー 

①年間運行経費 

4,649,550円(2026年度[=2025年10月～2026年9月]実績値) 

②年間利用者数 

3,951人(2026年度[=2025年10月～2026年9月]実績値) 

○利用者１人あたりの運行経費（①÷②） 

4,649,550(①)÷3,951(②)≒1,177[円/人] 

■目標値[2031年度]の設定根拠 

定期便 「年間運行経費」及び「年間利用者数」は路線再編後の便数な

どを踏まえて設定する。 

コミュニティタク

シー 

①年間運行経費 

約1,353万円を想定（車両購入費を除く）。 

②年間利用者数 

指標Ⅰ-１で設定したとおり、2031年度[=2030年10月～

2031年9月]に年間6,939人が利用すると想定。 

○利用者１人あたりの運行経費（①÷②） 

13,530,000(①)÷6,939(②)＝1,950[円/人] 

  を目標値として設定します。 

 

  

■算出方法 

『利用者１人あたりの運行経費』＝年間運行経費(①)÷年間利用者数(②) 

■使用データ 

①年間運行経費：定期便、コミュニティタクシーの運行にかかる年間運行経費（年

度＝10月～9月） 

②年間利用者数：定期便及びコミュニティタクシーの年間利用者数（年度＝10月～9月） 

■対象路線 

・定期便、コミュニティタクシー 

■評価の頻度 

・毎年実施 
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【評価指標Ⅲ-２】人口１人あたりの運行経費 

 

 

■現況値[2026年度]の算出 

定期便 ①年間運行経費 

27,600,000円(2026年度[=2025年10月～2026年9月]実績値) 

②人口 

26,618人（2026年10月1日時点） 

○人口１人あたりの運行経費（①÷②） 

27,600,000(①)÷26,618(②)≒1,037[円/人] 

※①は既存のコミュニティバスの値 

コミュニティタク

シー 

①年間運行経費 

4,649,550円(2026年度[=2025年10月～2026年9月]実績値) 

②人口 

26,618人（2026年10月1日時点） 

○人口１人あたりの運行経費（①÷②） 

4,649,550(①)÷26,618(②)≒175[円/人] 

■目標値[2031年度]の設定根拠 

定期便 「年間運行経費」は路線再編後の便数などを踏まえて設定す

る。 

コミュニティタク

シー 

①年間運行経費 

約1,353万円を想定（車両購入費を除く）。 

②人口 

岐南町人口ビジョン（令和７年３月）で示された、将来展

望推計を採用する。人口ビジョンでは５年毎の人口予測し

か行われていないため、2031年の人口については2点間の

線形補完を計算して算出し、26,678人となると想定。 

○人口１人あたりの運行経費（①÷②） 

13,530,000(①)÷26,678(②)＝507[円/人] 

  を目標値として設定します。 

 

 

  

■算出方法 

『人口１人あたりの運行経費』＝年間運行経費(①)÷人口(②) 

■使用データ 

①年間運行経費：定期便、コミュニティタクシーの運行にかかる年間運行経費（年

度＝10月～9月） 

②人口：住民基本台帳より評価年の10月1日現在 

■対象路線 

・定期便、コミュニティタクシー 

■評価の頻度 

・毎年実施 
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【評価指標Ⅲ-３】バスの乗り方教室実施回数 

 

 

■現況値[2025年度]の算出 

・２回 

■目標値[2031年度]の設定根拠 

・現状の実施回数を上回る３回を目標値として設定します。 

 

  

■算出方法 

・１年間に実施したバスの乗り方教室実施回数をカウント 

■評価の頻度 

・毎年実施 
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第２節 計画の進行管理と評価スケジュール 

・本計画は、ＰＤＣＡサイクルの考え方により、以下のスケジュールで計画の進捗管理を

行います。 

 

【計画期間中のスケジュール】 

 

 

【年間スケジュール】 

 

 

 

2031年度2030年度2029年度2028年度2027年度計画期間
実施項目 後期前期後期前期後期前期後期前期後期前期

施策実施の確認

実施内容の評価

目標の達成状況の評価

今年度事業に関する

課題共有

次年度実施内容

に向けた改善と反映

● ● ● ●

Ａ

Ｐ

Ｃ

Ｄ Ｄ Ｄ Ｄ

実施状況の
確認 評価

事業実施

課題共有

次年度実施事業
への反映

事業計画

評価指標の
チェック

Ａ

Ｐ

Ｃ

Ａ

Ｐ

Ｃ

Ａ

Ｐ

Ｃ

●

Ｐ

Ｃ

Ａ

Ａ

Ｃ

Ｄ

Ｃ

Ａ

Ｃ

Ａ

Ｃ

Ａ

Ｃ

Ａ

3月2月1月12月11月10月9月8月7月6月5月4月
月

内容

地域公共交通
活性化協議会

主な行事

主な調査等

実施事項

➊ ➋

★
次年度予算要求

●

第三者評価委員会
(運輸局)

●

確保維持改善事業
(補助申請)

前年度の事業評価に
基づく改善と反映

Ａ Ｐ

次年度事業計画の検討 今年度事業の検証

Ｃ

◎
利用者アンケート
（最終年度）

Ｄ
事業実施

Ａ

実施状況の確認 
評価 課題共有

改善検討


